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平成 25年度第１回いわき市食育推進委員会 議事録 
 

 

１ 開催日時： 平成 25 年 7 月 30 日（火）14：00 ～ 15：40 

 

 

２ 開催場所： 総合保健福祉センター ３階 健康学習室 

 

 

３ 議事案件及び発言内容等： 

 (1) 開 会 

 

(2) 報告事項 

① 平成 24年度食育関連事務事業について 

委 員 長 
 はじめに、「平成 24年度食育関連事務事業について」事務局 

より説明をお願いする。 

事 務 局  （資料１に基づき説明） 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

委 員 長 
 他の事業と比較し「食農応援メニュー」の評点が低いのはど

のような理由なのか。 

委員Ａ 

「食農応援メニュー」は、福島県が小中学校等を対象に食や農

林水産業に関する出前講座・体験学習等を実施するものである

が、希望者の申込み制のため、実施件数が少ない。そのため評

価基準である「有効性・貢献度」の観点から低く評点したが、

事業の内容自体は、食育の推進に適うものである。 

 
 
 

② 平成 25年度食育関連事務事業について 

委 員 長 
 続いて、「平成 25 年度食育関連事務事業について」事務局よ

り説明をお願いする。 

事 務 局  （資料２に基づき説明） 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

  （質問、意見等なし） 
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③ 平成 25年度食育に関するアンケート調査結果について 

委 員 長 
 続いて、「平成 25 年度食育に関するアンケート調査結果につ

いて」事務局より説明をお願いする。 

事 務 局  （資料 3に基づき説明） 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

委 員 Ｂ 

 「子どもの食生活についての悩みや不安」については、不安

のある保護者の７割が放射性物質に関することとなっている。

学校給食において、子どもが放射性物質による食の不安から特

定の食物を口にしないということはないか、現状が知りたい。 

事 務 局 

 今回のアンケート調査では、給食に県内産を使用して欲しく

ないという意見がある一方、検査体制が整ってきたので安心し

ているという意見も多く、原発事故以前の状態には戻ったわけ

ではないが、徐々に落ち着きを取り戻していると認識している。 

委 員 Ｂ  「楽しい食体験」「正しい食事」とは具体的にどういうことか。 

事 務 局 

 まずは、子どもにとって食事自体が楽しい時間・場となるこ

とであり、そのことが、食事の重要性を認識し、健全な食習慣

につながる。 

委 員 Ｃ 

 幼稚園においても、食事の時間を楽しいものとするよう、取

り組んでいる。幼児期で身につけた、マナーや食体験は、将来

につながるものであり、この時期が重要と感じている。 

委 員 Ｄ 

 アンケートは世代別に分類しているが 19 歳～39 歳、40 歳～

64歳は、もっと細分化しなければ傾向・原因等が正確に把握で

きないのではないか。 

事 務 局 

 アンケート調査は、推進計画のライフステージの分類に従い

行ったが、統計データは年齢ごとに把握しておりそのような集

計も可能である。 
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(3) 協議事項 

① 平成 25年度食育モデル事業について 

委 員 長 
 はじめに、「平成 25 年度食育モデル事業について」事務局よ

り説明をお願いする。 

事 務 局  （資料 4に基づき説明） 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

委 員 長 
 モデル事業の対象となる高校をどのように決定したのか。ま

た、青年層を対象とした料理教室の参加者は何人位になるのか。 

事 務 局 

高校の選定にあたっては、福島県からの推薦を参考とした。

また、料理教室は 30人程度の人数を想定しており、広く周知し

ていきたい。 

 

② 市食育推進計画の見直しについて 

委 員 長 
 続いて、「市食育推進計画の見直しについて」事務局より説明

をお願いする。 

事 務 局 （資料 5に基づき説明） 

委 員 長 
 事務局からの説明に関して、何か質問、意見等あれば発言を 

お願いする。 

委 員 Ｃ 
 放射性物質による土壌汚染の不安により、幼稚園における農

林漁業体験も思うように推進できない状況にある。 

委員長 
行政だけでなく、高専、大学の先生も積極的に検査等を行っ

ている。そのような機関を利用してみてはどうだろうか。 

委 員 Ｅ 
「食育の推進に関わるボランティア数」の増加には、栄養士

会も積極的に協力していきたい。 

委 員 Ｄ 

自分が実施したサマースクールでは子ども達の調理に対する

関心は高く、健康推進委員による調理実習や講話を行ったとこ

ろ好評だった。健康推進委員等が自分たちの学んだことを市民

に伝えていくことが食育の普及につながるので、「食育の推進に

関わるボランティアの数」の目標値をもっと高く設定すべきだ

と思う。 

(4) 閉 会 


